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【授業目標・教育方針】
現代の日本経済が直面している諸問題を具体的に解説することを通じて、経済をみる眼を養うことを目的としたもの
である。講義では日本経済の抱える諸問題を解説し、基礎的知識と分析手法の習熟を目指していく。経済事象の背景
や内容を具体的、論理的に分析して説明できる人材育成を目指す。

【授業概要】
・講義では具体的な事例を取り上げて、分析を行なうために必要な理論的枠組みを紹介する。経済学の基礎を解説し
ながら、幅広い視点で現代経済を眺めることのできるように、講義を行っていく。
・現段階では、取り上げるトピックとして、（１）「市場経済の体系」、（２）「労働市場に関する分析」、（３）「産業構
造に関する分析」、などを予定している。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書を指定しない。
参考書として、岩田規久男「日本経済をみる」（ちくま新書、2005）、大竹文雄「経済学的思考のセンス」( 中公新書、
2005)、中谷巌「痛快　経済学」（集英社インターナショナル、1999）、伊藤元重ほか「やさしい経済学」（日経ビジネ
ス人文庫、2001）などをあげる。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
初回の授業にて、概要・内容を説明する。以後、説明した事柄に沿って進めていく。なるべく直近の話題を取り上げ
ながら解説していく。また、受講者には授業中に報告や質疑応答を求めるので、準備すること。

【メッセージ】
経済学の基礎を学習したい人に、以下の本を紹介するので、読んでほしい。
・新世社から、井堀利宏「入門経済学」、「入門ミクロ経済学」、「入門マクロ経済学」
・ダイアモンド社から、武隈慎一「エコノミクス入門ミクロ経済学」、池尾和人「エコノミクス入門ミクロ経済学」

【成績評価方法】
［後期］期末試験：90%，その他：発表：10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：日本経済論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 現代経済の諸問題を社会科学的視点から分析すること
の意味を学ぶ。
現代社会の様々な問題を論理的に思考することの意義
と重要性を認識する。

2 ～ 6 回　 市場経済の体系 各自の報告の補足、および、家計（消費者）行動の理
論と企業（生産者）行動
の基礎的な解説を行い、完全競争市場における均衡体
系を理解していく。

各自の報告および質疑
応答　その１

7 ～ 10 回　 労働市場に関する分析 労働市場における需要と供給の決定に関しての基礎的
解説を行う。労働政策についての理解についても進め
る。

各自の報告および質疑
応答　その１

10 ～ 14 回　 産業構造に関する分析 産業構造に関する基礎的解説を行う。取り上げる話題
として、国際貿易や外国為替に関する概念を取り上げ
ながら、日本の産業構造の特徴を把握する。貿易立国
としての日本の製造業を中心として、経済データを使
用しながら、理解を深める。

各自の報告および質疑
応答　その２

15 回 定期試験 定期試験
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